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吸引粘着トラップによるイネアザミウ÷戯虫の誘殺瀦暴と醐行動の日周憧

林　英明
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　イネアザミウマS肋6肋吻肋ψ8あ物㈱ゐ（BAG蛆肌）

はヨーロッパ，南アメリカおよびアジアを含む世界の多

くの地域に分布することが知られている1）。本種は古く

からイネの主要害虫とされ，イネ移櫨直後に周辺のイネ

科雑草から本田へ飛来してイネ体上で増殖し葉先の枯死

の原因となる1過）。さらに，出穂開花期には籾内へ侵入し

て収穫期近くまで籾の内面や子房を食害するため，白穂

や変色しいな，アザミウマ黒点米（黒点症状米）の原因

になっている2・3・4・5・6凧I4・15）。そのため，高知県6・7・8・14），

広島県4），島根県蝪，兵庫県2），三重県5）および千葉県3）

では，早生品種での品質低下要因の一つに挙げられてい

る。しかし，イネアザミウマの水田内に蒲ける発生生態

は十分には解明されておちず，とくに飛翔行動や日周性

については不明な点が多い。

　そこで，吸引糖着トラップを用いて，本田内における

イネアザミウマ成虫の誘殺消長と飛翔行動の日周性につ

いて調査した緒果，若干の知見を得たので報告する。

材料及び方法

ユ．高さの異なる吸引粘着トラップでの誘殺消長の比較

　1996年6月3日から9月8日にかけて，東広島市八本

松町原の広島県立農業技術センター内水田において，吸

引粘着トラップ（東京工一ス株式会杜製造，写真i）を

用い，イネアザミウマ成虫および捕食性天敵ヒメハナカ

メムシ類の誘殺消長を調査した。

　吸引粘着トラップの構造は，直径8cm，4枚羽根のベ

ンチレーターを硬質塩化ビニルの容器（12×12cm）で

囲み，約202／秒で吸引した空気を7×7cmに圧縮し，粘

着板に衝突させて付着した小昆虫類を回収する装置であ

る12）。

　試験圃場は，約12a（34×36㎜）の水田を波板で6等

分し，そのうちの3区を用いた。連続した2つの区に早

生種の‘アキヒカリ’を，残りの1区に中生種の‘中生新

千本’を栽培した。両品種ともに，5月24日に稚苗（播

種：4月26日）による機械移植（栽櫨密度：30×18cm）

を行なった。農薬は代かき期の除草剤散布以外使用しな

かった。その他の施肥管理は広島県水稲裁培基準に準拠

した。各品種の出穂期は，’アキヒカリ’では7月29日，

沖生新千本’では8月19日であった、

　吸引粘着トラップの設置場所ぱ，水田の西側の畦から

約2m内側で吸引口（下側）の面がイネの4株の中心に

くるように，‘中生新千本’では水面上2m（以後，Aト

ラップと呼ぶ），‘アキヒカリ’では水面上2m（以後，B

トラップと呼ぶ），と草冠上30cm（以後，Cトラップと

呼ぶ）の高さに設置した。AとBトラップは吸引口の面

を水面上2mの位置に固定し，Cトラップは吸引口の面

が常にイネの草冠上30cmの位置に来るように調査日ご

とに調節して用いた。

　粘着板は，ガラス板（10×10cm）にポリエチレン製

袋を被せその上から片面に粘着剤く金竜スプレーTM）

を塗布し，トラップの空気排出口から約10cm浮かせ，

粘着剤の塗布面が下になるように設置した。

写真1　水国内における吸引狛着トラップと渡リ板の配竈

写真左よりAトラップ（晶種：中生新千本，高さ：水面上2㎜），

Bトラップ（品種：アキヒカリ，高さ：水面上2m），Cトラップ
（晶種：アキヒカリ，萬さ：章冠上3㎞）
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　畦から水田内の吸引粘着トラップまでの移動は，粘着

板の交換時にイネ株に触らないように，畦からトラップ

の手前まで約60cmの高さに渡り板を設置し，その上を

行き来した（写真1）。

　粘着板の回収は毎週月曜日に行なった。回収した粘着

板の調査は，粘着剤の塗布面にラップを被せその上に細

い油性ペンで1cm問隔の線を引き，実体顕微鏡（×20）

下で，イネアザミウマ雌雄成虫とその他のアザミウマ類

成虫およびヒメハナカメムシ類成虫に分けて計数した。

2．イネアザミウマ成虫の飛翔行動の日周性

　イネアザミウマ成虫の飛翔行動の日周性に関する調査

は，1996年7月16日，17日，22日～26日，29日～31日の

計10日，早生種‘アキヒカリ’の草冠上30cmの位置に

設置した吸引粘着トラップ（Cトラップ）の粘着板を，調

査日の午前6時から午後7時までの毎正時に交換し，回

収した。回収した粘着板の調査は調査1と同様に，イネア

ザミウマ雌雄成虫とその他のアザミウマ類成虫に分けて

計数した。

　1996年7月16日から7月31日までの気象データは，ア

メダス観測地点（東広島市八本松町原）における記録テー

タを利用した。気象テータの気温（℃）は毎正時，降水

量（mm）と日照（分）は前一時間の合計，風速（m／

秒）は前10分問の平均値を示す。

結　　果

1．高さの異なる吸引粘着トラップでの誘殺消長の比較

　1996年6月3日（月曜日）から9月8日（日曜日）に

おける，吸引粘着トラップでのイネアザミウマ雌雄成虫

とヒメハナカメムシ類成虫の1週間毎の誘殺消長を，図

1に示した。

　水面上2mの位置における吸引粘着トラップでのイネ

アザミウマ成虫の誘殺消長は，AトラップとBトラップ

ともに品種による出穂期の早晩に関係なく，第9週（7

月29日～8月4日）にピークを有する単峰型であった。

最高誘殺数は，Aトラップでは208頭／7日間，Bトラッ

プでは220頭／7日問で，Cトラップに比較して約半分の

誘殺数であった。調査期間中の雌率は，誘殺数の少ない

第14週を除き，AとBトラップはほぼ同じ傾向で，第11

週まで90％以上の高い値を示した。

　早生種‘アキヒカリ’の草冠上30cmにおけるCトラッ

プでのイネアザミウマ成虫の発生消長は，第8週（7月

22日～28日）にピークを有する単峰型で，最高誘殺数は

雌雄合計で432頭／7日であった。調査期間中におけるイ

ネアザミウマ成虫の雌率は，第1，2および4週は100

％であったが，第6週には約70％に低下し，第8週には

90％近くに上昇したものの，その後漸次低下した。調査

期間中の平均雌率は81．O％であった。

　調査期問中の平均雌率は，Aトラップでは957％，B

トラップでは95．1％で，Cトラップの81．O％と比較して

高かった。

　ヒメハナカメムシ類の誘殺は，7月22日以降9月1日

まで観察されたものの最高5頭と少なく，明瞭な誘殺ピー

クは見られなかったが，両品種ともにイネの出穂・開花

期に観察される傾向があった。

2．イネアサミウマ成虫の飛翔行動の目周性

　1）調査期間中の気象条件

　調査した！996年7月16日，17日，22日～26日，29日～

31日の計10日間のうち，16日は午前9時以降やや強い風

が吹き，23日は午前10時過ぎに1mm以下の“にわか雨”

が観測された。その他の8日間はいずれも晴れの日で，

午前中にあまり強い風は吹かない日であった。調査した

10日間の，午前6時から午後7時の問の平均気温の最低

は21．3℃，最高は33．8℃であった（表1）。

　2）イネアサミウマ成虫の飛翔行動の日周性

　調査した1996年7月16日，17日，22日～26日，29日～

31日の計10日問を，7月16日の“風の強い日”，7月23

日の“にわか雨の日’’およびその他の8日間の“晴れの

日”に類別した。イネアザミウマ成虫の‘‘晴れの日”，

“風の強い日”および“にわか雨の日”における飛翔行

動の日周性を，図2に示した。

　（1）“晴れの目”の飛翔行動

　“晴れの日”の気象条件は，日照は午前6時から7時

にかけて増加し，午後6時までほぼ40分以上の値が継続

し，午後6時以降減少した。平均気温は午前6時の22℃

前後から時間の経過とともに徐々に高くなり，午後2時～

3時には最高の33℃前後となり，その後徐々に低下した。

風速は午則6時の無風状態から時問の経過とともに徐々

に風が出始め，日により多少振れがあるものの，午則中

は1m／秒強の風が吹き，午後1時から5時頃までは3m／

秒弱の風が吹いた。

　イネアザミウマ成虫の水田内における飛翔行動は，午

後7時から午前6時にかけては，ほとんど観察されな

かつた。

　イネアザミウマ成虫の飛翔行動は，午則6時以降に観

測され，午則7時から9時にかけて大きなピークがみら

れた。午則9時以降は徐々に減少し，午後1時から2時

の問に最低となった。さらに，午後5時から6時の間に
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表1　吸引粘着トラップ調査期聞中のアメダス観測記録（東広島市八本松町　1996年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　　　　　　　　　刻
調査月日　項　　目
　　　　　　　　　　　6時　7時　8時　9時　10時　11時　12時　13時　14時

7月16日　気温（oC）　　21，324，227，928，028，328，829，030，331．2

　　　　　日照（分）　　0　　38　60　　4　　2　　10　　4　　36　36
　　　　．．恩型聖便λ．．．．．．．9．．．．．．．．、．1．．．．．、．．．．呈．．．．．．．．．．壬．．．．．．．．．．全．．．．．．．．．．至．．．．．．．．．．至．．．．．．．．．．生．．．．、．．．．．生．．．．．．．

　　17日　気温（oC）　　22，824，025，127，228，630，032，433，632．9

　　　　　日照（分）　　O　　O　　O　　0　　40　32　60　54　46
　　　　．．里郡聖∠秒．．．．．．．9．．．．．．．．．．9．．、．．．．．．．9．一．．．．．．．．1、．．．．．．．．、1．．．．．．．．．．三．．．．．．．．．．工．．．．．．．．．．三．．．．．．．．．．生．、．．．．．

　　22日　気温（℃）　　23，624，926，828，929，830，331，232，031．7

　　　　　日照（分）　　　O　　0　　40　44　　6　　36　52　58　58
　　　　　風速（m／秒）　O　　0　　1　　1　　2　　3　　3　　4　　4
　　23日　気温CC）　　24，326．身……喜1b’’．’妻テ1喜’’．’亙了一一．亙17’’．．…テlZI．一亙1τ一．亙1す一一一’

　　　　　日照（分）　　　0　　60　60　22　　0　　0　　0　　6　　32
　　　　．．昼型聖例．．．．．．．．！．．．．．．．、．．三．．．．．．．．．、三．．．．．．．．．．至．．至．．．．．．．．．．1．．．．．、．．．．三．．．．．．．2　3

　　24日　気温CC）　　22，724，326，027．；’’1面．331，230．7…，li．一’亙1ξ一．’一

　　　　　日照（分）　　0　　10　56　60　56　36　24　38　56
　　　　．．昼逗奴竺！．．．．．．．．9．．．．．．．．．．王．．．．．．．．．．1．．．．．．．．．．三．．．．．．．．．．三．．．．．．．．．．呈．．．．．．．．．．三．．．．、．．．．．至．．．．．3

　　25日　気温CC）　　21，824，326，728，129，229，431，829．9’一……言’’一’

　　　　　日照（分）　　　0　　40　60　44　　0　　2　　36　　0　　32

　　　　　風速（m／秒）　O　　0　　2　　1　　1　　2　　3　　3　　2
　　26日　気温CC）　　22，324．8…妻テ1－i一一’’…喜1百’’’一…す1喜一’’’…f1石’’一一…f1言’’’亙1i’一一亙1百‘’一’

　　　　　日照（分）　　　0　　52　60　60　50　50　60　60　60
　　　　　風速（m／秒）　0　　1．　2　　2　　2　　4　　2　　3　　3
　　29日　気温CC）　　22，925．9一．．…61る一一’一毫喜1石’’一’…f1石一’一’…，1否一一一亙1τ’‘亙1τ“冨1ξ一一’’

　　　　　日照（分）　　10　60　　4　　26　36　56　48　48　58
　　　　　風速（m／秒）　O　　0　　1　　1　　0　　2　　1　　2　　2
　　30日　気温CC）　　22，124，727．8一…す1百’．一1…す1喜一一一一…δ1互．｝一一…ヲ1す1‘一亙1三一一‘亙1i一一一．

　　　　　日照（分）　　10　60　60　60　50　34　46　60　60
　　　　　風速（m／秒）　O　　0　　1　　1　　1　　1　　1　　3　　2
　　31日　気温CC）　　21，523，726．ボ…テ1否一一一’…す15一一’一…一1ラー一’一…flτ’’一亙1す一一亙1ξ1．’‘

　　　　　日照（分）　　4　　60　60　40　58　60　58　54　28
　　　　　風速（m／秒）　0　　1　　1　　1　　1　　1　　1　　2　　2

狂）観測の気温は毎正時，日照は毎正時前1時間の分数，風速は毎正時の前10分間平均を示す。

15時　16時　17時　18時　19時

30，5　　30，5　　30，0　　28，9　　27．2

22　　　　60　　　　60　　　　60　　　　28

4　　6　　5　　5　　3
32，9　　32，3　　30，5　　30，3　　28．4

36　　　　44　　　　38　　　　20　　　　42

3　　3　　3　　2　　1
31，1　　30，8　　30，0　　29，3　　28．2

56　　　　56　　　　50　　　　6　　　　　6

4　　4I　4　　2　　1
30，4　　29，9　　30，2　　28，8　　27．3

30　　　　32　　　　28　　　　14　　　　6

2　　3　　2　　2　　1
31，7　31，9　　31，0　30，3　　27．9

42　　　　22　　　　44　　　　60　　　　14

3　　3　　3　　3　　1
32，9　　32，9　　32，3　　30，8　　27．9

56　　　　58　　　　60　　　　58　　　　40

3　　3　　2　　2　　2
31，9　　30，5　　31，3　　29，7　　27．4

60　　　　56　　　　54　　　　60　　　　36

3　　4　　2　　3　　1
33，7　　33，1　　31，1　　30，7　　28．6

52　　　　36　　　　18　　　　54　　　　26

1　　3　　3　　3　　1
33，8　32，7　32，2　30，8　28．5

60　　　　54　　　　38　　　　40　　　　34

2　　2　　2　　2　　2
31，4　　33，2　　32，4　　31，5　　29．1

38　　　　42　　　　54　　　　60　　　　40

1　　3　　2　　2　　1

再び小さなピークが観察された。

　（2）“風の強い日”の飛翔行動

　7月16日の気象条件は，日照（分）は午前6時から8

時にかけて多くなり，その後午則10時にかけて減少し，

午目u1O時から12時まではほとんど日照はなかった。午後

1時以降日照が多くなり午後4時から6時までは60分と

最高になりその後減少した。気温は午則6時の213℃か

ら徐々に高まり，午後2時に最高の31．2℃となった。そ

の後徐々に低下し，午後7時には27．2℃となった。風速

は午前6時の無風状態から，午前9時～10時には4m／秒

の風が吹き，さらに午後にかけて強い風となり，午後4

時には6m／秒の強い風が吹いた。

　イネアザミウマ成虫の飛翔行動は，日照が多く風の比

較的弱い午則7時から8時にかけて相対的に出現頻度が

高かった。その後風の強まりとともに出現頻度が低下し，

12時から16時の間は観察されなかった。やや風が弱まっ

てきた午後6時以降に，小さなピークが観察された。

　（3）“にわか雨の目”の飛翔行動

　7月23日の気象条件は，日照（分）は午削6時から7

時には最高の60分となり，午前8時以降午則10時にかけ

て減少し，午則10時から午後O時までの日照はO分であっ

た。午則10時～11時の間に降雨量1mmに満たない“に

わか雨”が降った。午後O時以降日照は回復し，30分前

後が午後5時まで続き，その後減少した。平均気温は午

前6時の243oCから徐々に上昇したが，午則10時～11時

の“にわか雨”の蒔に一時的に気温が低下し，その後回

復した。風速は“晴れの日’’とほとんど変わらず，それ

ほど強い風は吹かなかった。

　イネアザミウマ成虫の飛翔行動は，午目u6時～9時に

かけて見られたが，“にわか雨”直前には飛翔行動は見

られなかった。“にわか雨”直後の午前10時～11時には

飛翔行動が見られ，午後O時～1時における飛翔行動は
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　図1　吸引粘着トラップによるイネアザミウマ成虫の誘殺消長（1996）

吸引粘着トラップの高さは，A：‘中生新千本’（水面上2m），B：‘アキヒカリ’（水

面上2m），C：‘アキヒカリ’（草冠上30cm），丸で囲った数字はヒメハナカメムシ

類成虫数を示す。▼印は各品種の出穂・開化期を示す。

見られなかった。午後1時以降日照が回復すると飛翔行

動が見られ始め，午後6時～7時にも小さなピークが見

られた。

考　　察

1．高さの異なる吸引粘着トラップでの誘殺消長の比較

　吸引粘着トラップによるイネアザミウマ成虫の誘殺消

長は，イネの草冠上30cmの位置では第8週（7月22日～

28日）にピークを有する単峰型であり，水面上2mの位

置では第9週（7月29日～8月4日）にピークを有する

単峰型であった。水面上2mの位置における誘殺ピーク

は，イネの草冠上30cmの位置に比較して，1週間遅かっ

た。総誘殺数は，水面上2mの位置のトラップでは，イ

ネの草冠上30cmの位置のトラップに比較して，約半分

であった。調査期間中の平均雌率は，イネの草冠上30

cmのトラップでは81．O％であったのに比べ，水面上2

mのトラップでは95．1％と95．7％で，高かった。

　田中14）によると，水田畦畔等のイネ科雑草内の越冬場

所においては，十数回にわたる調査にもかかわらず，イ

ネアザミウマ成虫の雄は1匹も発見されず，水田におい

ても早春や晩秋には雄は観察されていない。また，夏期

に採集した個体の性比（雌：雄）はおよそ11：1で，雄

が少ないことを報告している。一方，高橋11）は，9月の

個体数の少ない時期を除き，すべての期問で圧倒的に雌

の個体数が多く，6月中旬から9月中旬の宇都宮市にお

ける調査では，性比は4：1であり，雄も極端に少なく

はないと報告している。本調査での草冠上30cmにおけ

るトラップの平均雌率は81．O％（性比は約4：1）であ

り，高橋13）による宇都宮市の水田での性比に近い値であっ

た。また，1996年7月10日から8月22日に，吸引粘着ト

ラップを設置した水田で実施した掬い取り法による雌率
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図2　吸引粘着トラップによるイネアザミウマ成虫の飛翔行動の目周性（1996）

吸引粘着トラップは，図1のC：‘アキヒカリ’（草冠上30cm）を用いた。
▼印は“にわか雨”（午前10時～11時の間に1mmに満たない降雨量があった）を示す。

は756％であった（未発表データ）。草冠上30cmにお

けるトラップの雌率と掬い取り法により得られた雌率は

最も近い値を示しており，草冠上30cmの位置の雌率は

実際のイネ体上に生息するイネアザミウマの性比を示し

ている。

　一方，水面上2mの位置でのイネアザミウマ成虫の

雌率は，品種による出穂期の早晩に関係なく，95％以

上（性比は約20：1）の高い値を示した。さらに，水面

上2mの位置でのイネアザミウマ成虫の誘殺ピークは，

草冠上30cmでの誘殺ピークに比較して1週間遅かった。

このことは，イネアザミウマ雌成虫は，雄に比較して

高く飛翔することが可能で，水田外へ積極的に飛び立

つことを示していると考えられる。イギリスでは，

S〃θ〃o肋ψ∫g〃〃〃舳UZe1のカラスムギ個体群の飛び

立ちに好適な気象条件に対する反応は性により異なり，

雌は雄より進んで飛翔し，移動個体群の多くは性的未成

熟雌で長距離飛翔できると考えられている9）。また，ヒ

ラズハナアザミウマF〃〃肋〃クθ〃α〃o〃∫α（Trybom）

は，羽化直後には十分な飛翔能力を持たないものの，一

度獲得するとそれを維持することが可能とされる10）。イ

ネアザミウマ雌成虫の卵巣発育に関する調査はないが，

本種雌成虫の飛翔活動は雄成虫に比較して活発な傾向を

示し，一方雄成虫はあまり高く飛翔しないと考えられる。

つまり，水面上2mの位置で捕捉したイネアザミウマ成

虫の性比および草冠上30cmでの誘殺ピークとの時間的

ずれは，飛翔移動における飛び立ち行動を反映している

と考えられる。

2．イネアザミウマ成虫の飛翔行動の目周性

　7月中旬から下旬にかけて調査した，イネアザミウマ
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成虫の水田内における“晴れの日”の飛翔行動は，午前

7時から9時にかけて大きなピークが見られ，その後徐々

に減少し，午後5時から6時の間に再び小さな行動の

ピークが見られた。Lewisg）によると，〃刎o伽伽砕

7θα〃舳Ha11dayの飛び立ちは，限界温度（20℃）を過

ぎた時に始まり，たとえ飛び立ちに十分な暖かさが残っ

ていても1日の最高に暑い時間以降には増加しないと述

べている。山本ら17）によると，ミナミキイロアザミウマ

〃妙sμ1舳Karnyは日中に飛翔し，ヒラズハナアザ

ミウマにおいても同様であった。村井10）によると，ヒラ

ズハナアザミウマの飛翔行動の誘起には光と20oC以上の

温度が必要であり，日射量の変化も影響するものと推察

している。いま，イネアザミウマの飛翔行動の誘起には

20℃以上の温度が必要と仮定すると，調査期間中“晴れ

の日”の平均気温は（アメダスデータより）午則4時が

22．1◎C，5時が22．O◎C，6時が22．5℃であり，温度条件

は十分に満たしている。調査期間中の日の出時刻は午削

5時10分～20分頃，日の入り時刻は午後7時15分～20分

頃であり，7月中・下旬における本種成虫の飛翔行動の

誘起には，一定以上の気温だけでなく，光も必要と考え

られた。

　1996年7月16日の午則8時以降，風速3m／秒以上の風

が吹き続けた日のイネアザミウマ成虫の飛翔行動は，風

速が3m／秒以上になる前の午則7時から8時の間にピー

クがあり，その後の飛翔行動はほとんどなかった。これ

は風速が3m／秒以上の強い風が吹いた時刻と一致してお

り，飛翔行動の抑制は強い風の影響によると考えられる。

ヒラズハナアザミウマの場合，飛翔は風上に向かって行

なわれ，風速が2．5m以上になると飛翔が抑制されるこ

とが示唆されている10）。風速3m／秒以上の風は，イネア

ザミウマ成虫においても飛翔を抑制すると考えられた。

　“にわか雨”が降り，一時的な気温の低下ののち，気

温，日照ともに回復した日のイネアザミウマ成虫の飛翔

行動は，“にわか雨”直前になって飛翔個体が見られな

くなり，“にわか雨”直後に再び飛翔個体が多く見られ

た。日毎の移住飛翔のタイミングは気象条件に依存し，

あまりに寒い日，ないし降雨時には飛翔できず，曇った

日においては，飛翔成熟雌は午後の温度が上昇するまで

植物体上に留まるとされている9）。“にわか雨’’の時のイ

ネアザミウマ成虫の飛び立ち行動は，降雨と降雨の合間

に散発的に起こっていると考えられた。

摘　　要

水田内に設置した吸引粘着トラップによるイネアザミ

ウマ成虫の誘殺消長と飛翔行動の日周性に関する試験を

行なった結果は，以下のとおりに要約される。

1．吸引粘着トラップによるイネアザミウマ成虫の誘殺

　消長を6月から9月にかけて調査した結果，品種によ

　る出穂期の早晩に関係なく，イネの草冠上30cmの位

　置では7月22日～28日に，水面上2mの位置では7月

　29日～8月4日にピークを有する単峰型であった。

2．6月上旬から9月上旬の水面上2mの位置における

　総誘殺数は，イネの草冠上30cmの位置に比較し，約

　半分の誘殺数であった。

3．6月上旬から9月上旬の平均雌率は，イネの草冠上

　30cmでは81．O％，水面上2mでは95％以上で，本種

　雌成虫の方が雄成虫に比べて飛翔行動が活発で，高く

　飛び立った。

4．7月中旬から下旬における快晴の日のイネアザミウ

　マ成虫の飛翔行動は，午則中の7時から9時にかけて

　大きなピークがみられ，飛翔行動の誘起には，光も必

　要な条件の一つであると考えられた。

5．風速が3m／秒以上の風が吹く日には，イネザミウマ

　成虫の飛翔行動は抑制された。

6．“にわか雨’’があった日は，“にわか雨”の直前に飛

　翔行動をやめ，直後に再び飛翔行動を開始した。
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Seasona1preva1ence　and　dai1y　f1ight　periodicity　of　the　rice　thrips，

3た皿oム∂θわ此rφ8わ1命r㎜j8（Bagna11）（Thysanoptera：Thripidae）

captured　with　suction　sticky　trap　in　pad－d－y　fie1d

Hideaki　HAYAsHI

Summary

　　　　Th1s　studywas　carr1ed　out　to　make　c1ear　the　seasona1preva1ence　and　da11y　f11ghtper1od1c1ty　ofthe　r1ce　thr1ps，

S加〃o肋θ〃o肋ゆ∫ろ伽舳z∫（Bagna11）captured　w1th　suct1on　st1cky　trap　m　paddy　f1e1d　The　resu1ts　were　summar1zed

as　fo11ows：

　　1　Seasona1preva1ence　ofther1ce　thr1ps　capturedw1thsuct1onst1ckytrap1npaddyf1e1dfrom　ear1y　June　to　ear1y

　　　　Septemberwasun1mode1type　ofoccurrence，regard1ess　ofthevar1et1es　ofr1cep1ant　Peak　daywas22－281n

　　　　Ju1y　at30cmhe1ghtfromthe　canopy　ofr1cep1ant，andfrom　Ju1y29to　August4at2mhe1ghtfromthesurface

　　　　　of　the　water1npaddyf1e1d

　　2　Tota1numberofcatchesw1thsuct1onst1ckytrapatahe1ghtoftwometers1sha1fofcatchesatahe1ghtof30cm

　　3　From　ear1y　June　to　ear1y　September，mean　fema1e　percentage　catches　w1th　suct1onst1cky　trapwas810％at　a

　　　　he1ght　of30cm　and　above95％at　a　he1ght　oftwo　meters　Itwas　suggestedthat　the　fema1es　ofther1ce　thr1ps

　　　　　f1ymuchmore　act1ve1yandh1gh1ythanthema1es

　　4Under　the　c1ear　weather　from　m1dd1e　to1ate1n　Ju1y，max1mum　f11ght　dens1ty　usua11y　occured7－9AM　It

　　　　　seemedthatther1cethr1psneed　over　a　certa1nso1arrad1at1on　atf11ght

　　5　F11ghtact1v1tyofther1cethr1pswasrestr1cted　atw1ndve1oc1tymorethan3mpersecond

　　6　Inshowerweather，ther1cethr1psstopped　f11ghtbehav1orbeforethe　shower　andstarted］ust　after　theshower

Key　words　S■加肌肋功o肋7ψ∫6的γ刎z∫，suct1on　st1cky　trap，f11ght　behav1or，da11y　per1od1c1ty，0〃〃∫spp




